
〈あそびのねらい〉

・さまざまな人と関わっていく上で、自分の「当たり前」にとらわれ
ずに物事を柔軟に考え、多様性を認め合うことは、これからの社会
において大切な価値観です。ワークシートで自分の「当たり前」を
他人と比べることで、「人によって当たり前が違う」と気づくきっか
けになります。

・２枚目の取り組みでは、多くの人が「当たり前」と思い、その理由
がわかりやすいものや、誰しもが「当たり前」とは思えない事例に
も触れていきます。友達の「当たり前」と比べてみましょう。

〈声かけのヒント〉

・他の人の「当たり前」を否定的に捉える子どもがいたら、「いろい
ろな考え方があるんだよ」と柔軟な考え方を促す声かけをしてくだ
さい。 

「生活のルールは、家庭によって違うんだね」

「家に入るときにくつをぬぐのは、国や文化によって異なるんだよ」

「ピンクが好きなのは女の人だけかな？　青が好きなのは男の子だけ
かな？　イメージを押しつけずに、それぞれの『好き』があってい
いよね」

〈おはなしーとの書き方〉

自分だけの
あたりまえ

フルーツで一番
おいしいのは
バナナ！

大人ガイド
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